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川中島平及びその周辺地方の
アクセンt分布とその推移
－2モーラ名詞を中心に－－
瀬　良　雄串
苅　喜代子＊＊
Ⅰ　は　じ　め　に
長野県方言のアクセソト研究の，その体系画の記述は，1961年馬瀬によって次の小論で行なわれた
－「新しいアクセソト観と長野県方言アクセソトの体系」（長野短大紀要16）－。ここで述べようとす
るのはそうした体系的研究の結果ではなく，言語地理学的観点から行なった調査の資料に基づく研究の
一部である。そして，ここで意図しているのは，この観点に基づく長野県全体の調査報告①というよう
な広い地域にわたってのものではなく，ある限られた小地域でのアクセソト分布を言語地図によって克
明に描き出し，その推移を明らかにすることにある。
注①　その概括的なものについて馬瀬は2′、ノ3で行なっている。『音韻論より見た中部方言音の研究』
（東京都立大学修士論文，1658年），『方言の実態と共
通語化の問題点山梨・静岡・長野』（『方言学講座』2
東京堂，1961年）など。
調査者は馬液と穂苅。
調査の対象となった地域は図0で示すような，北に長
野市，南に上田市を配し，中央に川中島平の広がる，言
うなれば「川中島平及びその間辺地方」である。
調査対象（話者）として1集落から老年層と少年層か
ら，その集落生え抜きの者を各1名ずつ選んだ。原則と
して老年層話者は1900年以前出生の男子。ただし，適当
な男子の得られない時は，女子をもって代えたり，それ
以後出生の男子というように条件を緩めた地点がある。
一方，少年層の話者は1942年から1951年までに生まれた
男子または女子。このうち，ユ942年から1947年までに生
まれたものについては女子高校生，それ以後出生の者に
ついては男子中学生を調査した。
＊　国語学担当　　ボ　本学国語専政第11回卒業
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調査地点は国土地理院発行の5万分の1地形図所載の全集落を予定したが，上に述べた条件を具えた
話者が得られず，調査不能となった集落若干がある一方，地図に載っていない集落でもかなり大きなも
のは，調査した。
細かな調査地点名はここでは省略するが，調査の対象となった市町村名と，その調査地点数は次の通
り。（）内の数字は地点数。ただし左側が老年層の地点数，右側が少年層。
長野市（81／89），篠ノ井市（40／45），更埴市（43／40），上田市（10／10），上水内郡七二全村（2／2），
更級郡更北村（26／2軋　同大岡村（1／0），同川中島町（21／21），同信更村（30／25），同上山田町（11
／10），埴科郡戸倉町（15／14），同坂城町（17／17），同松代町（37／38），東筑摩郡麻績村（16／17），同
坂井村（26／23），上高井郡若穂町（7／6），小県郡川西村（3／3）。
なお，馬瀬の分担した地点数は老年層242地息少年層251地息穂苅甲は老年層198地点少年層200
地点。ただし馬源，穂苅がダブって調査した地点が老年層52地点，少年層65地点あり，したがって異な
り数では老年層の調査地点は388地点　少年層のそれは385地点となるの。
注①　この間の事情については後記参照。
調査項目と調査方法。項目数は馬幣の調査で100項目①，穂苅ので55項目②，調査語③を含む文を作り，
話者に読んでもらい④，調査者がそれを記銀した。この小論は調査語中2モーラの名詞に限って述べる
が，それらの語を，読んでもらう文とともに次に示そう◎。
1．寺へ参る　2∴神を信じる　3．雲が出た　4．坂を登る　5．声が大きい　6．虹がきれいだ　7．火事にな
る　8．昼になる　9．泡が立つ10．岩がある11．音がする12．紙を切る13．楠を渡る14．胸が痛
い15．肘が痛い16．圏がのぴる17．川が流れる
注①◎　後記参照。
③　厳密に言えば‥馬瀬は，アクセントは語ではなくてアクセソト節によって定まっていると考える
（前記「新しいアクセソト観と長野県方言アクセソトの体系」参照）が，従来の慣習に従も、この小論
では，こういう表現を用いる。
④　ここで読ませる方法－それもあらかじめ文を作って読ませる方法を取ったことについてはかん
たんに触れておく必要があろう。このようなアクセソト研究は，、自然会話の中で観察するのが理想
であり，そしてそれが無理の場合でも，他の次善の方法が考えられる－こうした大方の意見を無
祝したわけではないが，多く？調査地点をこなすた馴こは，読ませる方法を取るよりはか仕方がな
かった。また，あらかじめ一定の文を作ったことについては，アクセソ＝ち厳密には語によって
ではなく，アクセソト節によって決まっているという馬瀬の考え方に出発しているからである。
⑥　この17語は穂苅の調査票の2モーラ名詞のすべてである。
調査年月日は1961年11月から1964年10月。
こ毒小論の執筆の分担は次の通りである。
馬瀬の分担は工ほじ馴こ，Ⅲアクセソト分布，Ⅴ終わりに及び後記，穂苅の分担はⅡ調査地域の概
観，Ⅳアクセソト推移である。
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ⅠⅠ調査地域の概観
これから取り上げようとする川中島平は善光寺平に属している。善光寺平とは千曲川中流地域の長野
市を中心とした紡錘形－北は飯山盆地から南は上田盆地－の平地を言うが，ここでいうjl仲島平と
は長野市から上田市の一部を楷すもので，5万分の1地形図の長野・坂城の地図に含まれる市町村を川
中島平及びその周辺地方とする（調査地域の市町村名及びその位置については前節及び図0を参照）。
長野県を北信・兼備・南信・中信の四つに大別した場合，長野市・篠ノ井市・七二会村・若穂町・更
級郡は北信に，更埴市・上田市・埴科郡・小県郡は東借に∴東筑摩郡は中信にそれぞれ属する。
幕藩体制がしかれた徳川時代には，長野県は10浮に分かれていた。この地域では大体次のようである。
松代藩　篠ノ井市・更級郡（上田藩に属するものを除く）・埴科郡・苦穂町・長野市・七二金村
上田浮　上田市・更埴市稲荷山・篠ノ井市塩崎・同岡田・川中島町の今井・今里t戸部及び上氷錐・
更北村中水銀・小県郡
松本藩　東筑摩郡麻続村・同坂井村
しかし信渡の複雑な地形に応じて社寺傲・天顔などが各地にあった。
川中島平の中心部を流れる千曲川は埼玉・山梨・長野の三県にまたがる関東山脈の甲武信岳に源を発
し，甫北佐久を経て小県郡から西北に流れてきて，川中島平のほゞ中央にある更埴市杭轍下の辺で大き
く琴曲し，そこから東北に向きを変えて流れ，若穂町で犀川と合流し，飯山市を経て新馬県へ入って僑
渡川となり，日本海に注いでいる。この千曲川の氾幣によって川の流れが変わり，それによって村の境
界線が変わったところもある。後に述べる境界線の変わったものの中には，川の流れの変化によるもの
がかなりある。
先にあげた市町村の多くは，この千曲川流域の平坦地にあるが，長野市小田切地区・上水内郡七二全
村・篠ノ井市倍量地区・更級郡大岡村・東筑摩郡麻績村と坂井村は山間部にある。
千曲川流域の平野部では二毛作が行なわれている。その他野菜（ダイズ・ダイコン・ジャガイモなど。
山間部ではハクサイ）・花井栽培・リソゴが主な産物としてあげられる。
また坂城を中心とする上田から長野に至る千曲川流域は北海道を除き，全国一雨量が少ないことで有
名である。
昔この地域を走っていた主な街道には北国街道と北国酉街道がある。北国街道は北陸街道と中仙道を
連結する国道・倍渡国追分（現在の軽井沢町）で中仙道に分かれ，小諸一上田から地蔵峠を越えて松代
町関屋一同東条一同大童を通り上高井一長野一直江削こ通じる。支道としては上田一坂城一上山田町
カ石一篠ノ井市横田一更埴市雨宮一同土ロー妻女山一松代町清野一瞥神山の北龍を通る道があった。こ
の街道筋の善光寺・丹波島・屋代の3カ所に宿駅が設けられた。現在でも上山田，坂城（旧村上村）な
どにある宿，古宿，新宿といった地名はこの頃のなごりである。北国西街道は篠ノ井で北国街道と分か
れて篠ノ井市塩崎一更埴市稲荷山一同八幡一同桑原から猿馬場峠を経て，東筑摩一松本へ通じる県道。
この他に数多くの小さな街道があった。
現在では千曲川に沿って国鉄信越線，国道18号線が長野〃上田間を結んでいる。国鉄中央線は篠ノ井
で借越線とわかれ，更埴市から冠着トソネルをくぐって東筑摩郡へ抜け，松本へ通じている。また犀川
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沿いには国道19号線が長野一松本間を結んで走っている。電鉄関係では屋代一松代一若穂一須坂間に長
野電鉄河東線が走っている。
次に各市町村について概要を述べよう。
長野市　古くから集落をなし，有名な善光寺の発展とともに市街地を形成した。明治30年上水内郡長
野町から周囲の町村を合併して県下初の市制を布き，昭和29年に隣接する山間部の小田切・芋井両村を
含む10カ村と合併して今日に至っている。人口約165，000人　長野県庁の所在地でもある。なお市の宮
部の川合新田・大豆島は明治12年までは更級郡に属していた。
篠ノ井市　大正3年篠ノ井町が誕生。昭和3年栄村が合併したのをはじめとして，25年東福亀　川柳p
29年共和30年債里，32年埴科郡松代町西寺尾川西地区，34年塩崎を合併，同年5月市制施行。人口
29，000人，篠ノ井リソゴは有名。
更埴市　昭和34年埴科郡屋代町，同埴生町，更級郡稲荷山町，同八幡村が合併して市制施行。名月で
有名な兢捨公園はこの地にある。戦国時代上杉謙信と武田信玄が額地をめぐって争ったJt仲島の戦いで
謙信が妻女山からおりて千曲川を渡ったと伝えられる雨宮の渡し，10世紀頃の大規模な条里制連帯もこ
の市の自健とするところである。また花井栽培の盛んな所としても名を知られている。串地区は昭和3ひ
月に戸倉町より編入した。
上田市　大正8年市制施行。大正11年真田昌幸が築城した上田城跡がある。
上水内郡七二金村　明治9年9カ村が合併して七二会村となり現在に至る。農山村。
′上高井郡若穂町　昭和34年綿内・川田・保科の3村が合蝕それぞれの村の頭文字をとって若穂町と
して発足。この報告における調査地点はいずれも川田村である。牛島部落は明治22年まで更叡郡に尻し
ていた。
更級郡更北村　昭和30年に相星・小島田・真島・青木島の4カ村が合併して村制布行○この村にある
八幡原は今から400年前上杉・武田が戦った古戦場の一つ。
更級郡川中島町　昭和31年今里・笹井2カ村が合併して町制施行。品質が日本一良いと言われる小麦
オレゴン種の産地。
更級郡信更村　昭和31年信田・更府2カ村が合併して村制施行。浅野・横井部落は明治8年までは現
在の篠ノ井市に属していた。
更級郡上山田町　昭和30年上山田・力石2カ村が合併して町制施行。上山田温泉は埴科郡に属する戸
倉温泉と隣接しており，戸倉上山田温泉として名を知られている0善光寺に近く，東京からは4時間半
という交通の便がよい土地改めざましい発展をみせている。
更級郡大岡村　明治22年村制施行，標高820mの位置にある農山村。
埴科郡坂城町　明治37年町制施行。昭和30年中之条・南条村と合併0昭和35年には更級郡村上村が合
併した。
埴科郡松代町　明治22年町制施行。昭和20年東条・清軌30年豊栄・寺尾・更級郡西寺尾の各村が合
併。天文22年武田信玄がここに海津城を築いてから廃藩になるまで信濃国川中島田郡（更級，埴科，高
弗水内）の治府であった。上高井郡大壷，更級郡小島田の一部は明治22年に埴科郡松代町へ締入。
埴科郡戸倉町　昭和15年町制施行，更級郡中村・小舟山・向八幡村は明治12年に埴科へ編入。戸倉温
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泉がある。
小県郡川西村　昭和32年室賀村と上田市小泉及び浦里村の一部が合併して川西村となる。
この小論での調査地点はいずれも旧室賀村地籍にある。
東筑摩郡麻辟村　昭和31年　麻揖・日向村が合併して村制布行。ハクサイが多く産出されるっ
東筑摩郡坂井村　明治8年安坂・永井2村合併。坂井村となり今日にいたる。
ⅠⅠⅠアクセント分布
さきの17語のアクセソト分布を老年層の資料をもとにして説明しよう。
まずはじめに，全地点同じ型を示す語。
これに属す語として「坂」がある。「坂」は全地点OeO①であり，1地点も異なった塾は兄い出され
ない。したがって言語地理学的観点だけからみると失敗した項目であった②。
注①　〇・〇はそれぞれモーラが相対的に低く，そして高く発音されることを示す。「坂」の例を砺れ
ば，サのモーラはカよりも低く，カのモーラはサよりも高く，さらにオ（助詞「を」－「坂」の調査
文は「坂を登る」であったことに注意－）はカよりも低く発音されることを示す。馬瀬はアクセソ
トの塾を示すためのこの表記法に賛成ではない（前記「新しいアクセソト観と長野県方言アクセソ
トの体系」参照）が，主として印刷上の配慮から従来用いられているこの方法を踏襲した。
㊤「坂」を調査語に加えたのは，この語のアク七ソトが東京語で地域的年令的推移が認められる（清
水郁P東京アクセソトの近況」一音声学会協会報97，1958上など参照）ことや，長野県方言でも「坂」
の000と〇〇〇との地域的対立が認められる（馬瀬「木骨方言のアクセソト」一音声学会協会報
104，1959－参熱）などの実態を考えてであった。
次に全地点ほとんど同じ型の語－「神」と「寺」がこのタイプに属す（図Al・2参照）。広く○●○
が覆う中に，「神」では〇〇〇，「寺」では○●●がわずかに散らばっているに過ぎない（「神」の●○○
は28地点「寺」の000は14地点）。
・ただ，「神」では●○○が長野市とその南の更北村付近一帯に比較的多く散在し，○●○で塗りつぶさ
れた中にあって，新興勢力として北部を中心に蜂起し，その呼び掛けに応じて各地に●○○が殆萌しよ
うとしている気運が看取される。それにひきかえ，「寺」の〇〇〇は，まったく分布らしい分布を持た
ず，全地域にパラパラと点在しているに過ぎない。しかし，この○●●が，次の時代を担うものとして
の新しい勢力であることは，この塾が平野部に圧倒的に多く，海抜500m以上の集落には1地点しか認
められないという事実からみても，間違いのないことである。ただ，分布の中心を持っていないことは
注目すべきことであろう。
調査17語中，上の3語を除く14語は，これから述べるように，いずれも二つの型もしくはそれ以上の
′、ッキリした対立分布を持っている。
「声」－南西の地域に000が分布，残る地域の000ときれいな対立を見せる（因A3参腋）。
いま，長野県の「声」のアクセソトの分布について触れると，〇〇〇は北信から東信にかけて広く分
布し，中・南信の000①と大きな対立を示す。したがって，「声」のこの地方での同型の対立は，そ
れぞれ，背後に強大な勢力を担った2大勢力の衝突と見ることができる。
注①　くわしく見ると，南信下伊那の静岡・愛知県境に近い地方にも●○○は分布している。
もっとも，西の方に1地点，〇〇〇の地域の中に○●○が認められるはか，〇〇〇の地域にもやはり
1地点〇〇〇が見られる。そしてそれらはいずれも同型の境界地帯に点在している点に，この同型の攻
防が行なわれている－この点を着通してほならないが，この二つの型の勢力の均衡はいっかな崩れよ
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うとする気配を見せず，その境界線は，後述するように，少年層にそのまま引き継がれている。
この南西の地域は麻凍村・坂井村に属す地域で，この地域は他の諸地域とは山なみで距てられ，郡も
他の地方と異なり東筑摩郡に属しているはか，徳川時代，この地方は松本藩の封土であり，松代藩・上
田藩に属す他の地方とは，古くから異なった文化圏（Eult11rraum）を作っていた。こうした地理的・
歴史的・政治的条件のもとに，「声」のこの両塾の対立は説明することができる。
「声」と同じ分布を示す語は，調査語に含まれた2モーラの名詞にはないが，3モーラの語には幾つ
もある。たとえば，「油」「キツネ」「薬」などの分布がそれである①。
注①　南西部の麻績・坂井の地域と他の地域との型の対立は，0000／○◎○◎によって示される。
「火事」と「雲」。この両語も明瞭な分布を持つが，いまの「声」とはまったく違う（囲A4・5参照）。
共に長野市と上田市とを中心に拡がる南北二つの中心－◎○○（地図で黒で示される）を持ち，これ
と〇〇〇（地図の白の部分）が対立している。
もっとも，南北の中心の大きさは同語により異なる。
たとえば，「零」の方では南の中心に比較して北のそれ
の方が広大である。（この調査地域の素南部に続く一帯
の「雲」のアクセソト分布を善光寺平調査一後記参照一
の資料で補ってみても，000の勢力は北部のそれほど
大きくほない。）したがって各中心からの放射も北の方が
南部よりも強大である。また「火事」の北部の中心は
「零」ほど大きくないなど。
しかし，いずれにせよ，この地図は，同語とも南北の
中心から⑳○○が周辺に向かって放射され，この地域全
体が黒一色に塗りつぶされる日の近いことを物語ってい
る。
ただ，「火事」の場合　西南部の麻済・坂井地方の2
地点の〇〇〇は，上田市からの放射か，あるいは，この
地方がその文化圏に属している松本からのものか，その
判定は難しい。
「泡」のアクセソI分布はどうか（図A6参照）。北部と南部に000がある点では，一見「火事」「雲」
に似ている。しかし南部の000は，北部の〇〇〇が川中島平に向かってグーソと拡がり，その南の線
は上山田町・坂城町の北部まで進出している－この北からの勢力の前衛拠点に過ぎないようだ①。こ
の●○○の分布の特徴は，平野部を主要道路に沿って怒涛のように南下していることである。したがっ
て標高500m以上の集落でこの塾を示す地点は極めて少なく，そして平野部といっても更埴市の東部山
ふところに囲まれた一帯のような要路から比較的離れている地域では，まだかなり〇〇〇が残っている。
注①　それは，囲A6の分布状態によっても，また，善光寺平調査の資料でこの地図の東南部に続く地
域の分布を補ってみても，南部の000は非常に小さいこと，及び上田市より東へは何等の放射も
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認められないことなどによって理解されよう。
ただ，この図で黒く塗りつぶされた◎○○の地域内にも白の〇〇〇があるが，これらと，黒の分布地
域以外の白の〇〇〇とを同一の出自のものと考えて差し支えないかどうか。私は，長野市街地及びその
周辺地方の〇〇〇の中には，一旦この地域が〇〇〇によって全体あるいは大部分黒く塗りつぶされたあ
とに，新しく起こった000が存在するのではたかろうかと患う。すなわち，同じ000でも古い出自
のものと，新しいものと2種塀あるわけである。そしてこの考え方の方が変化の実態をとらえていると
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思う。しかし，個個の〇〇〇でどれが残存形であり，どれが新しく起こった○●○であるかという点に
なると，問題はかなりめんどうになる。したがって，調査のこの段階では，次のように漠然と述べるよ
り仕方あるまい。
「〇〇〇の分布の中の〇〇〇は，一般に，前者の進出の中にあって，いまだその変化を肯んぜぬ残
存形であるが，長野市街地及びその周辺の○●○の中には残存形ではなく新しく起こった勢力－す
なわち，残存形とは異なった出自に属すと認められるものがあろう。」と。
次に「虹ム　この語のアクセソト分布はいままで述べた鰭斉に比べると，少し複雑である（園A7参
賂）。000が北部と南部の両端にあるという点では「神」「雲」と同様だが，それらが二つの塾の対立
から成る毒に対し，これは三つの塾の対立を示す。
まず，声部き見よう。000が上田市を中心として張り出し，それに続いてその北方を○●○が更埴
市旧畳代町・旧稲荷山町の線まで分布している。この〇〇〇は上田市を中心とする〇〇〇よりは古い型
と推定できよう。
一方北部では〇〇〇，○◎○，○●⑳が互いに分布領域を持っている。〇〇〇と〇〇〇とを比較する
と，前者がもっぱら平野部に散在し，周辺の山地にはほとんど教められないことによっても，この型が
－71－
○●●よりも新しいことが分かる。それでは●○○と○●○との関係はどうか，〇〇〇は長野市の北部
から市街地に向かって張り出している点で〇〇〇よりも新しいと考えてよいだろう。
ただ，ここで見逃してならないのは，長野市街地に●○○と○●○の中に島として○●●がある点で，
これらの○●●は「虹」のアクセソトの型としてもっとも新しいものではなかろうか。これに従って，
北の長野市からその南部の平野一帯のアクセソトの塾の隆替を考えると次の通りである。初めに○○●
がこの地方一帯を覆っていた。そのあと長野市街地を中心として000が起こり，次第に分布領域を拡
げつつ南下し，更埴市付近まで分布し，南部の○●○と連繋しようとする態勢を作る。次いで北部から
新しく000が南下する。一方，長野市街地を中心に再び○●○が発生し，〇〇〇の南下を遮り，○●
○の飯域の中に自己の封土を固めつつ外部の○●●と連絡をつけようとしている。したがって長野市街
地の「虹」のアクセソトの型の変化は図式的に示すと次のようである。
○●●＞○●○＞●○○＞○●●
残る西南部地帯一麻績・坂井地方では，ほとんど〇〇〇の覆う中を，〇〇〇，●○○がわずかに認め
られるっ恐らくは∴東借上田地方からの飛火とみられる。
「音」「置」「紙」「陶」「播」「肘」「岩」「川」－この8語は境界線の位置こそ違え，一般に北部の○●
●と南部の000との対立からなり，平野部を境界線が横切っている，いわゆる2モーラ名詞第2塀に
属している語である①。いま，境界線の南部にあるものから順次その分布を説明しよう。
注①　この類に属す語の長野県の分布についてかんたんに触れると，一般に北部では千曲川沿いに新港
県境に近づくほど，また南部では天竜川を静岡県境に近づくほど，000に属す語は多くなる。な
お，調査地域でこの類に属す語で〇〇〇／〇〇〇の対立を示す語は上にあげた8語である。
「音」と「嘗」。この2語の分布はひじょうによく似ていて（図A8・9を見よ），その境界線は戸倉町
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と上山田町・坂城町の町境に引かれると言ってよい。（なお，西南部に対しては麻漬・坂井村と戸倉町・
更埴市との間に引かれる。）もっとも仔細に見ると，境界線より南部の上山田町に○◎◎が，境界線より
北部の戸倉町に〇〇〇が認められはするが，その数はきわめて少ない。また，西南部の麻統・坂井地方
で「貰」で1地点（坂井村生金）に○◎中が認められるが，この地点が峠越しに更埴市や戸倉町方面と
比較的交渉の深いことを考えれば，この○⑳⑳は〇〇〇地帯へのいわば尖兵と見ることができる。
北部の長野市に○⑳○が2～3，点在するが，これらが新しいものであることは言うまでもなかろう。
戸倉町／上山田町・坂城町の境界線は7クセソトの上でかなり重要で，たとえば，「会わない」「動か
ない」の文節の○⑳㊥○／○⑳○○の境界線ともほとんど一致している。
「紙」のアクセソト分布を見ると，「音」「置」の境界線よりも北に後返し，ほぼ，平野の中央部を東
西に横切っている（図AlO参照）。
「音」「貰」の分布と異なっている点は，境界線の位置のはか，境界線の北部○◎⑳の地帯の中に○●
○がかなり分散して見られることである。とくに長野市街地及び周辺平野部にこの○⑳○は多い。した
がって「紙」の○⑳⑳は広い分布領域を持っているが，兵地線は伸びきった状態にあり，新興勢力の〇
〇〇に後方補給路を捜乱されつつある状態と言えよう。
「胸」－「紙」よりもさらに境界線は移ると同時に，長野市及び篠ノ井市の西部山地－それぞれ長野市
小田切（旧小田切村），篠ノ井市倍量（旧倍里村）－が000となり①，境界線はこれら山地を大きく迂
回しつつ延びている（図All参照）。しかし，〇〇〇がこれら山地を席捲することは考えられない。そ
れは長野市街地を中心とする新しい勢力○●○が後方で應動を始め，互いに糾合してその勢力を強めよ
うとしているからである。
注①　署光寺平調査の監料によって，この調査地区の西側の地域－たとえば，上水内部七二金村（一部
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・は調査地域に含まれる）・中条村・小川村・信州新町など－のこの語のアクセント分布をみると，
いずれも〇〇〇である。
「楠」と「肘」－この2語はよく似た分布を持っている（図A12・13参照）。
了紙」「胸」よりもさらに境界線は後退し，ほぼ犀川の線を境として二つの塾は対立している。
少し細かに見よう。長野市は全域，西方は山地の旧小田切村を覆い，また，南は犀川に至るまで00
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ど●である。さらに，080は長野市以南にも伸びて，若穂町と更北村の長野市寄りの北部まで分布して
いる。そして「檎」では〇〇〇はさらに東南に延び，更北村と続く，現在は松代町の行政区画にはいっ
ている旧寺尾村の2集落にまで及んでいる。なお，「橋」「肘」とも今まで述べた幾つかの語と同じく，
北の長野市街地を中心として，新しくOeOが発生している。
「岩」「川」－この同語の境界線は，「橋」「肘」の場合よりもさらに少し北に退く（因A14・15参照）。
そして両国とも○◎○の分布は，ついに，〇〇〇によって東西に断ち切られている。しかし，この場合，
南部の○＄○が北上して○⑳●の分布を断ち切ったと考えることはできまい。恐らくは，長野市街地の
そこここに発生した新しい勢力である000が互いに結集して○◎◎の地盤を切りくずし，ついに南部
の000と手を結ぶに至ったものであろう。
最後に「昼ム　この語は以上の8語と異なり，同じよ
うに第2類に属しながら000／○⑳○の対立からなる
語である。
⑳○○が犀川の線に沿って時にはその線から南に張り
出しながら，北部にゆるやふな湾形をなして分布し，南
部にはかなり目立った000の島が一つ（更埴市東部）。
そして湾内には瑛つものe○○の岩礁が点在している。
このような情勢から，この島と岩礁とは隆起して，やが
て北部の陸地と陸続きになろうとする形勢を示すが，し
かし，図によって明らかなように，東北部から新たな浸
蝕作用が始まっている。そしてこの作用は，長野市街地
というこの地方の言語センターを覆い，恐らくそこがこ
の作用の発源地であり，中心でもあろうから，もっとも
新しい力として⑳○○の隆起の後から急速な沈降を続け，
南部の○⑳○と結びつくだろう未来を予想させる。
ⅠV　アクセント推移
「坂」は老年層，少年層ともに000，全く変化のない語である。
「神」「寺」「火事」「雲」は境界線を持たず，老年層と少年層との間に著しい差のある語である。
「神」（園Bl参照）。長野市とその周辺にしかなかった〇〇〇は，少年層になると全域を⑳○○一色
でおおった。そしてその変化は「寺」の場合よりも大である。
「寺」は老年層は000だったが，少年層では急速に〇〇〇へと移行している。これは寺はあまり使
われない語であることからオテラ（○⑳⑳）への塀椎によることも考えられる（国B2参照）。
「火事」（図B4参照）。老年層において長野市と上田市は〇〇〇，その他は○◎○であったが，少年
層になると全域にわたって000→000の交代が非常な勢いで進んでいる。■しかし山間部の信更村で
は依然として〇〇〇が強い。
「雲」（圏B5参照）。長野とその周辺は000，これが少年層になると，全域000に変わってしま
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っている。そして比較的山間地帯に○⑳○のおもかげをとどめるのみである。
「声」は東筑摩郡のみ000，その他はe○○と全くきれいな分布を示している（図B3参照）。老年
鳳　少年層ともに変化のない語）
「昼」「泡」においてははっきりした境界線はひけないが，地域差は認められる。「昼」は老年層におい
て〇〇〇が長野市及びその付近の地域にのみ存在するd’少年層になると000は更に南にのぴ，一方長
野市では〇〇〇にとってかあった○●○が増加している（国B16参照）。すなわち長野市で新しくおこ
った◎○○は優勢なアク七ソトとして周辺に勢力をはり出す。一方少年層において長野市では共通アク
セソトであるOeOが生まれている。
「泡」は少年層になるとe○○が増加，共通アクセントに逆行する方向に動いている（国B6参照）。
そして平野部はほとんど〇〇〇でうまっている。しかし山間部では依然として〇〇〇が強い勢力を持っ
ている。また上田市も○⑳○の勢力が強い。
「虹」は老年層において長野市と坂城，上田に000，その間の地域は〇〇〇と〇〇〇の2塾が入り
乱れて分布しているが，どちらかといえば南半分は000，北半分は○●●が多い。少年層と老年層を
比較してみると，〇〇〇の勢力はあまり強くない。一万〇〇〇は増加しているが，松代町，東筑摩瓢
借更札　篠ノ井市債星は比較的変化が遅い。○●●の勢力もなかなか強く優勢なアクセソトとして南に
延びている。
「音」「嘗」「紙」「胸」「楠」「肘」「岩」「川」の8語は境界線の位置は異なるが，北の○○●と南の○
●○の2塾が対立している。
「音」「貰」の2語は大体同じ位置を境界線が走っている（因B8，園B9参照）。境界線を持つ8語
のうちで最も南である。「音」においては少年層になると○●●の地域は○●○が増加しているが，各
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地に点在している。これは共通アクセントの影響によるものであろう。境界線のすぐ北の○●◎の地域
に○●○が急激に増加しているが，これは南の〇〇〇の影響と共通アクセソトの影響の二つにより，他
の地域よりより早く〇〇〇が取り入れられたものと推察される。
なお東筑摩郡では老年凰　少年層ともに〇〇〇であって変化は認められない。
「貰」は「音」に比べて000はあまりふえていない。「音」に比して使開度が少ないことに起因して
いるのではないだろうか。少年層になると老年層にはなかった000が3カ所にみられる。
「紙」は前の2語よりも北を境界線が走っている（国BlO参照）。少年層になると○○●の地域に○●
○が急激に増加している。一方0eeは南の○●○の地域に入りこんでいる。これは優勢な長野のアク
セソトである○◎◎の影響によるものであろう。
「胸」（国Bll参鷹）。今までの語と異なり　山間部は〇〇〇であり，従って境界線の塾も変わってい
る。少年層になると○⑳○は急速に轍軋　〇〇〇はもはや一歩も進むことができず，後退しつつある。
「棒」「肘」「岩」「川」は今までの語よりも更に北に境界線がある（図B12・13・14・15参照）。どの
語においても長野市は○○のの地域であるが，老年層において他の○⑳◎の地域よりも多く〇〇〇がみ
られる。
「橋」「肘」ともに少年層になると○●○が○●eの地域をおかしているが，「肘」の場合には逆に少年
層や境界線附近において000の地域に000がみられる。
「岩」「川」は老年層において〇〇〇の地域に〇〇〇がかたまってみられる。そして少年層になると○
●●は非常ないきおいで衰退し，特に「岩」は偲んのわずかにおもかげを残すにすぎない。
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Ⅴ　終　わ　り　に
以上川中島平及びその周辺地方のアクセソトの分布と推移を見て来たが，要約すると次の通りである。
まず，分布の上で，いま老年層を中心に見ると，A）全地点同じ型の語（坂）B）全地点ほとんど同じ
型の語（神・寺）C）ハッキりした対立分布を持つ語（坂，神・寺を除く14語）－この3種類に分けら
れる。もっともC）はさらに幾つかの小グループに分けられる。たとえば，i）西南部と他の地域との対
立を示す語（声）ii）北と南とに分布の中心を持つ語（雫・火事…）iii）南と北の対立からなる語（音・
貰・紙・・・）など。基準の取り方によってさらに幾つにも分類できよう。
この小論で扱った語を，7クセソトの型の種類から見ると，「坂」のような語を除くと，大部分がこ
っの型の種頬を持つが，「虹」だけは三つの塾を持っている。
さて，周辺山地を除いた平野部はたえず北と南の両中心からの影響を蒙っている。そして特に北の中
心一一長野市街地－からの放射の強力であったことは，多くの語に等しく見られたことでいまさら繰
り返す必要もあるまい。長野市の言語セソターキして果たす役割の大きいことは，長野市が県庁の所在
地，文化・経済の中心地であることを考えれば，充分納得のゆくことであろう①。そしてアクセソトの
型の隆替の激しい語では，アク旦ソトの塾の種類が限られているところから，アクセソトAの地域を中
心αから新しいアクセソトBが襲い，さらに同じ中心から，さきのAとは出自の異なるもっとも新しい
アクセソトAが拡がるといった，いわばいたちごっこのような現象が多くの語に認められた。
注①　それに対して旧幕時代真田10万石の城下町として栄えた松代の影響がアクセソト分布の上でまっ
たく認められないのは，話者の言語形成期一明治20年一30年代－の頃には，松代は政治は言うに及
ばず，文化・経済いずれの面においても何等の影響力を周辺に対して持っておらず，言語センター
としての役割を果たさなかったと考えてよいだろう。
平野部の周辺の山地では，一般にアクセソ†変化の波を蒙ることがおそく，保守的なアクセソトを平
野部よりも保つことが多かった。もっとも，南西の地域一席騎・坂井村－ほ川中島平とは異なった文化
圏に属し，平野部の影響を受けることはほとんどない。
．ァクセソト推移で第一に気づくことは，二つの年代層を比べてみて，非常に変化の早い語とそうでな
い吾とに分かれることであろう。一般に言語変化の中でアクセント変化はもっとも遅く目立たないとさ
れているが，語によっては（たとえば「神」「寺」のごとき，また「火事」・「雲」のごとき）アッと驚く
ような変化を見せる。しかしこれらの語の多くは，いずれも東京またはその周辺で同様な年令的塾の推
移を示している語で（前記「東京アクセソトの近況」，小林滋子「三多摩アクセントの推移」『国語学』
46，1961年など参脂），そうした変化の波がこの地方の方言を襲っているものと考えられる。そして
「神」「寺」－特に後者－では，変化の中心らしい中心を持たず，一つの中心から地靡きの周辺に徐々に
拡がって行くといった変化の仕方ではなく，広い地域にわたって平野部から山手に向かってドッと襲い
かかり，洗い去る大津波のような広さと速さで，変化を完了している。
一般に同じ語類の語は同一のアクセソト変化をすると言われている。しかしながら，たとえば，第2
額に属す語が10語－一昔・貰・紙・胸・橋・肘・岩・川・昼・寺－あるが，これらは必ずしも同じアク
セソト変化をしていないことに気づかれるだろう。そして老年層で同じような分布を示しながら少年層
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ではそれぞれ別の変化の方向を持つものもあり，「ことばは単語ごとに歴史がある」という有名なこと
ばは，アク七ソトにおいても同じように正しいことが分かった。
〔後記〕1961年秋，当時本学国語科学生であった穂刈が研究テーマ（卒論ではない。本学には卒論はな
．い。）について相談にやってきたとき‥野願は長野県方言の現在までのアクセソト研究の成果を話し，
ゝ穂苅の住んでいる篠ノ井市がその上に横たわっている川中島平及びその周辺地方のアクセソト研究を
勧めた。調査は老人と年少者の二つの年代層について行なうこととし，まず年少者について出身校篠
ノ井高校で調査を始めた。
調査語は馬瀬の示した100項目を，穂苅が調査の途中で次第に整理し，最終的には55項目とした。
穂苅は1962年3月本学卒業後も調査を継続，本年夏までに全集落の約半数の地点の調査を終了した
が，主として周辺地方及び長野市の調査を残し，その他でも若干の未調査地点があった。
一方　馬酷は上の調査とは別に，川中島平及びその周辺地方を含む，約50km平方の「善光寺平及
びその周辺地万の言語調査」（略して睾光寺平調査と呼ぶ）を計画し，音韻（アクセソト100項目を含
む）・文法・語彙にわたって調査を継続していた。－∈夕方の調査対象は1集落で老人・中学生（とも
に男子）各1名，調査地点は約350，全集落の約1／5にあたる。
この段階で穂苅の調査を早く終了させるために‥馬轍の資料で穂苅の空自を補った（鷹派のアクセ
ソトの項目は完全に穂苅のそれを覆っていた）が，未調査地点は約150残った。
そこで未調査の分を馬瀬が分乱　8月中旬から10月16日まで集中的に調査した結果，そのほとんど
を終了した。未調査地点の中にはかなり交通不便な地点もあり，また市街地ではなかなか老人がみつ
からなかったりして調査は難航した。
とのようにして報告の資料は整い，地図を作り，執筆を分担した（工はじめに参照）。しかし，お
互いに意見を調整する充分な時間がなく，したがって全体を統一的な見地からリライトする余裕もな
かった。そのため，部分的に重複したり，意見のくいちがった所が若干あるが，穂苅の原稿を独断で
改変することはできるだけ少部分にとどめた。
この小論はなお克服されねはならぬ幾つもの問題点を持っている。たとえば，資料という点でも，
老年層では1878年一1911年生まれまで30余年の幅のある人たちを一括して扱っている。少年層でほ
1944年から1951年までの出生者を対象としたが，1948年以前出生の薯はほとんど女子で，それ以後の
者は大部分が男子である。・こうした資料の質の差についても一応検討した上で，地図を審く上に有意
の差はないと判断してこの小論をまとめたが，さらに深く考察する必要があろう。
調査地点は5万分の1地図に出ている全集苗としたが，市街地などでは地図にのっていない地点の
幾つかを調査する必要があろう。
なお，この小論では2モーラ名詞のアクセソト分布について述べたが，それ以外についてはできる
だけ早い時期に報告したい。また，2モーラ名詞第2類については説き残した多くがあるので，稿を
改めこれのみに焦点をしぼって書きたい。
最後にこの調査にご協力・ご援助下さった多くの話者の方々，そのお世話を隣った関係当局の方々，
さらにこの報告の完成へと助力を惜しまなかった信州大学教育学生畑文史朗・片山知子・滝沢一男，
本学学生井沢葉蘭千・散田洋子・横山美恵子の皆さんに心からお礼申し上げます。
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